
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ラベリングによる区別の工夫】 

数種類の水溶液を区別して扱う

ために，色別でラベリングを行い

ました。 

【大型実験装置による体験の機会】 

教材教材教材教材・・・・教具教具教具教具のののの工夫工夫工夫工夫    

【条件統一のための工夫】 

ふりこの実験における条件統

一の際に振れ幅を統一できるよ

うに工夫しました。 【実験を簡易にする工夫】 

液性を調べる際にビーカーの

代わりにたまごパックを活用し

ました。 

【演示実験の器具の工夫】 

使わなくなった大型のものさ

しを再利用して，演示用のてこ

実験器を製作しました。 

広島県教育委員会広島県教育委員会広島県教育委員会広島県教育委員会    

H22 広島県理科支援員配置事業 

理科支援員の支援支援支援支援のののの在在在在りりりり方方方方について 

 

日常から，牛乳パック，食品容器，

空き缶等をストックしておくと実験

や教材開発に役立ちます。その際，コ

ンテナを活用したり，ラベリングによ

って整理・整頓をしておきましょう。 

準備室の備品配置案内 

理科室理科室理科室理科室・・・・理科準備室等理科準備室等理科準備室等理科準備室等のののの環境整備環境整備環境整備環境整備    

どこにどんな備品があるかを誰も

がすぐに理解できるように，理科準

備室の入口に案内を示しています。

学年ごと，内容ごとにまとめておく

と便利です。 

ストックヤードの整備 

実験を行わせる

際には「実験指示

書」を掲示してお

くと児童が必要な

時に手順を視覚的

に確認できるとと

もに，見通しをも

って実験を進める

ことができます。 

実験を安全に

行わせるために，

いつでも児童の

視野に入る場所

に掲示します。 

必要に応じて

掲示物を使って

指導するように

します。 

学習した内容を

掲示物として整理

しておくと，児童

が予想したり，考

察したりする時の

根拠として活用で

き，思考力，表現

力を高めることに

有効に働きます。 

実験指示書 安全配慮 既習事項の活用 

掲示物等掲示物等掲示物等掲示物等のののの工夫工夫工夫工夫    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地層のでき方」を児童に理解させるために

は，実際の自然現象をモデル実験に置き換えて

観察させることが必要です。 

本時の実験を行う際に留意した点は次の２

点です。 

（１）装置の開発･･･市販の装置では地層ので

き方が十分再現されなかったため，アク

リル板の傾き，曲がり方等を工夫して装

置を自作で開発しました。 

（２） 土の選別（種類と大きさ）･･･地層がで

きる様子を把握しやすいように予備実

験を複数回行い，粒子の大きさに配慮し

て「粘土」「砂」「小石」の３種類の土を

用意しています。 

事象事象事象事象とととと出会出会出会出会うううう    

問題問題問題問題をををを見見見見いだすいだすいだすいだす    

予想予想予想予想やややや仮説仮説仮説仮説をををを立立立立てるてるてるてる    

観察観察観察観察，，，，実験実験実験実験をををを行行行行うううう    

結論結論結論結論をををを出出出出すすすす    

考察考察考察考察するするするする    

土地のつくりや土地のでき方について興味・関心をもって追究する活動を通して，土地土地土地土地のつくりとのつくりとのつくりとのつくりと

変化変化変化変化をををを推論推論推論推論するするするする能力能力能力能力をををを育育育育てるてるてるてるとともに，それらについての理解を図り，土地のつくりと変化について

の見方や考え方をもつことができるようにする。 

観察，実験の準備及び予備実験の実施 

「流れる水の働きによって運ばれた土は

どのように積もっていくのだろうか。」 

① 粒が分かれないでばらばらに積もる。 

② 粒の大きさや重さによって，下から上

へ種類ごとに分かれて積もる。 

③ 粒の大きさや重さによって近くから遠

くへ種類ごとに分かれて積もる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業中は授業者とともに児童の観察，実験の補助

とアドバイスを行います。 

（１）観察の際の視点の提示･･･何をどのように観

るのかを，常に意識させて観察させます。 

（２）実験上の留意点の提示･･･流す水の勢いが強

すぎると，求める結論に至らない場合があり

ます。演示するなど具体的なイメージをもた

せます。 

授業中の観察，実験の補助と支援 

第６学年「土地のつくりと変化」における支援例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童が観察，実験を行って見付けたり，気

付いたりした事実を言葉に表していく際に

次の点に留意して支援します。 

（１）事実と事実からわかったことを区別

して記述しているか。 

（２）問題に対する結論となっているか。 

（３）自らの予想と照らし合わせているか。 

授業中における児童の言語活動への支援 

③③③③    

地層は，流れる水のはたらきで運ばれた

物が，粒の大きさ，重さによって分かれて

積み重なる。 

学習過程学習過程学習過程学習過程    理科支援員理科支援員理科支援員理科支援員のののの役割役割役割役割とととと支援支援支援支援のののの実際実際実際実際    

【児童の記述したノート】 

私は，ばらばらに積もってい

くと予想しましたが，観察した

結果，小石は一番下に，砂がそ

の上に，一番上にねん土が積も

りました。 

流れる水の働きによって運

ばれた土は，粒の大きさや重さ

によって分かれて積み重なっ

てできるとわかりました。この

積み重なったものを「地層」と

いうこともわかりました。 

単元単元単元単元のねらいのねらいのねらいのねらい    

予想との照

らし合わせ 

観察，実験の

結果（事実） 

課題と照ら

し合わせて

結果から言

え る こ と

（結論） 

小石 

粘土 

砂 

既習内容 第５学年 

「流れる水の働き」 

における実験結果 

効果的な実験装置を製作する 

結果が明確に現れる土を選別する 

実験の際に水の流し方を支援する 

「視点」を与えて観察させる 

児童に観察の視点を示す 

観察，実験の結果を記録させる 

考察の場面 

観察，実験の場面 

②②②②    

①①①①    

実験の際に水の流し方を支援する 


